















遣 プログラムの研究フェロープログラムに合格 したことによ り実現 した｡
現地 では､ITPでの租税 に関す る研 究 を行 う傍 ら､ ビジネスス クール (HBS:
Harvard BusinessSchool)の在校生の平均スコアー と言われ るTOEFL630点よ
りは低 いが､ それでも610は望 まれ るLaw Schoolの英語能力に近付 くため､--
バー ド大学公開講座 (以下公開講座 :HarvardUniversityExtensionSchool)
の ｢第 2タト国語 としての英語｣(EnglishasaSecondLanguage)も受講 した｡
本稿は､ その時の体験 を基にした､GeneralEnglish(以下GEと略す る)の ｢教授
法｣に関す る実証的 な論文である｡
1.公開講座の募集要項 とポイン ト
EnglishasaSecondLanguageの教育に当た り､ どのような募集文面 を用意 し
てい るかは､GEの教育において重要な鍵 となると考 え られ る.つ ま り､ どの様 な
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目的のために､ どのよ うな方法 で教育 を行 うか とい う､教授法 に密接 に関わ る一
番のポイン トが示 されてい るか らである｡以下にグ し長 くなるが､ 当該箇所 を紹







































この要項で明 らかな棟に､公開講座ではGEの対象者 として､初心者か ら相 当に
進んだ人 までを対象 としてい る｡ また､学習頻度は､ 1週 4時間､ 1回 2時間の
クラスとなっており､そのクラスは､総合 クラス､食詰 と聞 き取 り､TOEFL対策､
アメ リカ文学､作文の 5種漁に分かれてい る｡ それ ぞれの目標は上記の通 りであ
る｡高度の英語力 を要求され る-ーバー ド大学において､初心者 をもその対象 と
していることか ら､公開講座のGEは､大学での履修 を目的 とした ものだけではな
く､広 くGEの実力向上 をめざした ものと考えられ るOなお､公開講座や英語学習
者用にラボが用意 されてお り､学生証 を見せれば無料 でテープや ビデオが利用で
きる｡ このように､サポーティングファシリティも充実 している｡
2.クラス選抜方法
TOEFLと同様のテス ト (注 1)が行われ､ そのスコアによりクラス編成が行わ
れた. なお､テス ト間鶴 および解答用紙は終 了後回収 されたため､ ここでは漫示
出来ない｡
-ーバー ド大学公開講座は人気が高 く､受験者は700人程度いたと聞いてい る｡
3.授業内容
(り クラス編成
筆者は､A (全 くの初学者)か らⅩ (相 当高い レベル)のクラスの内､interme-
diateレベルであるSクラスになった｡因みに､Ⅹクラスに配属 となった日本人女
性の話 では､討議や スピーチにおいて､英語の レベル云々ではな く､中身が極め
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て高度 な もの を要求 されたためについて行けず､ ランクを自ら下げた とい うこと
である｡ この ことか ら､高度の英語力 を特つ人 に対 しては､大学での講義や討論
に参加 しうる ｢内容｣に踏み込んだ教育 をしていることが解 る｡ なお､Ⅰntermedi-
ateclassは英検準 1級程度 とい う感 じであった｡
Sクラスは13名 (うち日本人 3人)であ り､後 はイタリア人､ コロンビア人､ プ









13人全長が一人 1分程度の自己紹介 をし､チュ- タ-は今後 の授業の進め
方 を示 した｡ その後購入 テキス トの帝示が あ り､ 自由論題 (女性が 多か った
ことか ら､セ クシャル ･- ラスメン ト)で各自が数分間ずつス ピーチ を行 っ
た｡ その後簡単なゲームや クイズを行った (注 2)0
②二回 目～最終回の前
a.TIME
TIMEの中か ら､ 1テーマ を選 び､数分間各自が読んだ後､議長 を受講生
の中か ら選扱 (実際はチュー ターが帝名) し､議論 を行 った.以後 は､授業
終 了後 に次回のテーマがTIMEの中か ら梢定 され､予習 を前渡 とした議論 と
なった｡ これは､最終回の前の回 まで続 け られた｡ 2回 目以降 も､女性が関
心 を持つ堕胎や イスラム圏の女性のベールの可否などのテーマが 多かったo
b."UndestandingandUsingEnglishGrammar"
例壇 をチュー ターが解説 した後､Exerciseをクラス ･メ ンバー全員に順繰
りに答 えさせた｡ 当日どの章 をや るかは当日の授業開始後決 まるために､予
習の範囲は相 当広範囲に亘 った｡国別対坑的 な雰囲気 も生 まれ､勉強量は相
当な ものになった ことか ら､ この様 な教授法 も､受講生がある程度の レベル








意 見 を5分程度で紹介 し､ それに対 してクラス ･メンバ-が賛成､反対､ そ
の根拠などについて討議 を行 った.沈黙 しているメンバーに対 しては､発表
者は意図的に意見 を求め ろ棟チュー ターか ら梢示が出された. さらに､ この
討議 を潜 まえて､ 自分の意見を1-2ページに纏めて くるようチュー ターは
要求 し､ レポー トについては､文法､表現法､意見についての コメン トをつ
け速申 してきた (注 3)0
これは最終回の前まで続けられたo
d.プ リン ト
トピックスについてチューターが プ リン トを用意 し､討議の材料 とした｡
テーマは､エッセーや ショー ト.ショー トが 多か った. 当日配布 され､lo牙
間で読まされ､ その後30分程度議長 を決めて議論 した｡全員の発言が終わ る
まで続け られた.長広舌のメンバーに対 しては他のメンバーか らのブー イン
グとチューターか ら ｢要領 良 く｣ とい う梢示が出された (注 4)0
この授業は､ ビデオ ･テープ作成が始 まると中止 されたo
e.ビデオ ･テープ作成
グラス ･メンバーが それ ぞれグループを作 り､テーマ を決めてビデオ を作
成 す ることであ り､講義期間の後半か ら始め られた｡ グループは結果的 に国
籍 または出身国の近い もの同士の組み合わせ となった｡テーマは､-ーバー
ド大学紹介､ボス トンの紹介､アメ リカン ･フッ トボール紹介などであった｡
メンバーおよびテーマ決定後 は､制作期限が設定 され､各グループ毎 にシ
ナ リオ作 り､インタビューアーや レポー ター､音楽などの役割分担 を決めた｡
筆者は--バー ド大学紹介 をテーマ としたグループに入 ったが､大学 当局
に対す る撮影許可の取得や インタビューのアポイン ト取 り､場合によっては
許可願いなどの文書作成 なども要求 されることか ら､実践GEカの取得の観点
か らは､極めて有意義であった｡
完成後 は､グループ毎 にプレゼンテーションを行い､ ビデオを観官 し､意
見 を述べあった｡
これ ら教材 とは別に､小テス トが随時行われた｡
(3最終回
各自に対 して修 了証が交付 され､ 三二 ･パーティが行われたO修 了証 は 2
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回欠席 までの人 に対 し､授業の発表態度や液量の進歩の状況 (含む小 テス ト
のスコア) をチューターが勘案 し､大学 当局の認可 を得 て発行 された｡
三二 ･パーティでは､受講生の今後の身の振 り方や授業についての感想 な
どを述べあう､和気あいあいとした ものであった｡
4.授業の効果 と日本の場合の制約
以上の公開講座の教授法は､ある意味 でオーソ ドックスであ り､新味に乏 しい
とい う感想が正直な所 である｡ しか し､ 日常が英語で溢れてお り､自動的 に英語
のカは付 くと考 え られ るタト国 (勿論､昨今の若者のように日本人同士 で群れ､ 日
本語 しか使わない とい う状況 は除 くとして) であるが故に､ 日本で行 うよ り遥か
に効果が あが る｡ただ し､ グラスは､力量別編成 になってい るため､実力的 には
平均化 してい ると考 え られ るが､読解力 と会話力は必ず しも正比例は しない し､
興味 を持つテーマ も異なる｡ また､考 えるカやバ ックグラウン ドの知識 も異な る
し､老若の違い もある受講生 を､ 1回 2時間の中で効果的 にスキル ･アップ させ
るには､チュ- タ一に相 当の力量 を要求 され る｡ また､受講生の協力 も不可 欠 と
なる｡
日本でのGE教育の- ンデ ィキャップとしては､周辺環境が 日本語 であ り､易 さ
に就 きやすい こと､考 え方が似 てい る日本人が相手であ り議論が 白熱 しに くい｡
総 じて完壁主義が 多い 日本人は沈黙 を守 る傾向があ り､チュー ターに相 当の妓量
が要求 され るなどがあげ られよう｡
5.GEの授業法 と課題
授業法 としては､ビデオを使 い創造的 な作業 を通 して読み､書 き､聞 き､話す
の実践 を最終工程 とし､事前工程 としてテキス トを使 った文法力向上､読解力向
上が望 まれ る｡ 日本の場合は､ネイテ ィブが相子 とはならないが､アジア諸国の
英語 と同様､コ ミュニケ-ション能力の向上 を目脂す観点か ら､会話においては､
(特 に蒐展段階では)文法の厳密 さにこだわ らず､伸 び伸 びと話 させ るエ夫が必
要 であろう｡ (公開講座においても､意味不明以タトは文法的な間違い を相場 し､議
論 を中断 させ ることはなかった｡)
読解力の向上 には 多くの異なった タイプの文章 を読 ませ､意見 を述べ させ るこ
とが求め られ る｡読んだ後 で意見として述べ る必要があれば､読み手 も勢い真剣
にならざるを得 ないか らである｡聴解力の向上 には､テープ学習 を並行的 に行 わ
せ ることが効果的 である.昨今は著名文学作品の朗読がテープまたはCDに吹 き込
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まれた ものが 多く発売 されており､自習用に活用 される態勢 を作 るべ きであろう.
(注 1)
通常のTOEFLとほとん ど同 じ内容の試験 であった｡400人以上の受験者がいた
ため､大講堂でも一回では収容 しされず､時間差 を設けて二回に分けて実施 され








日本人はおしなべて口数はブなかったが､各自目的 を持って参加 してお り､ 日
本人同士固まった り､ 日本語 を話 した りとい うことはなかった｡






35 rPhe Great Bracelet 1\1ystery
A lady had four pieces of gold chain. Each piece contained
three links. She took the four pieces lo a jeweler and asked
him to join them together to make n Lrncelel, like lhis :
"I'll have to charge you n dollar for each link I cut apart
and weld. together again," the jeweler aaid. "Since I have to
cut and weld four links, lhe job will cost you four dollars."
"Oh no it won't," said the lady (who WI\S very good at
puzzles). "It should cost only tI,rce dollars Lecause you can
make the bracelet by cUlting and welding only three links."
The lady was right. Show how lhe job can be done in just
lhe way she said.
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Calvin Trillin
IT'S JUST TOO LATE
o
CALVIN TRIllIN (b. 1935) grew up in Kansas City, Missouri, and at-
tended Yale University. He worked as a reporter for Time magazine, and
from 1963 to 1982 he was a staff writer for The New Yorker. His regular
reports of his travels around the United States focused on daily life,
including where and how Americans eat. These observations were col-
lected in three books on food in America: American Fried (1974), Alice,
Let's Eat (1978), and Third Helpings (1983). The humorous columns he
wrote for the Nation are collected in If You Can't Say Something Nice
(1987). In 1984 he published another collection of observations drawn
from The New Yorker on the ways Americans get killed, for this macabre
topic, according to the author, often illuminates the way people live. In
the following chapter from Killings (1984), Trillin examines the death of
a teenage girl who was killed in a car chase and accident.
Knoxsville, Tennessee
March 1979
Until she was sixteen, FaNee Cooper was what her parents some- 1
times called an ideal child. "You'd never have to correct her," FaNee's
mother has said. In sixth grade, FaNee won a spelling contest. She
played the piano and the Rute. She seemed to believe what she heard
every Sunday at the Beaver Dam Baptist Church about good and evil
and the hereafter. FaNee was not an outgoing child. Even as a baby,
she was uncomfortable when she was held and cuddled. She found it
easy to tell her parents she loved them but difficult to confide in them.
Particularly compared to her sister, Kristy, a cheerful, open little girl
two and a half years younger, she was reserved and introspective. The
thoughts she kept to herself, though, were apparently happy thoughts.





hand - talked of the joys of helping put together toys for her little
brother, Leo, Jr., and the importance of her parents' reminder that
Christmas is the birthday of Jesus. Her parents were the sort of people
who might have been expected to have an ideal child. As a boy, Leo
Cooper had been called "one of the greatest high-school basketball
players ever developed in Knox County." He went on to play basketball
at East Tennessee State, and he married the homecoming queen,
JoAnn Henson. After college, Cooper became a high-school basketball
coach and teacher and, eventually, an administrator. By the time
FaNee turned thirteen, in 1973, he was in his third year as the prin-
cipal of Gresham Junior High School, in Fountain City - a small
Knox County town that had been swallowed up by Knoxville when the
suburbs began to move north. A tall man, with curly black hair going
on gray, Leo Cooper has an elaborate way of talking ("Unless I'm very
badly mistaken, he has never related to me totally the content of his
conversation") and a manner that may come from years of trying to
leave errant junior-high-school students with the impression that a
responsible adult is magnanimous, even humble, about invariably
being in the right. His wife, a high-school art teacher, paints and does
batik, and created the name FaNee because she liked the way it looked
and sounded - it sounds like "Fawnee" when the Coopers say it - but
the impression she gives is not of artiness but of soft-spoken small-town
gentility. When she found, in the course of cleaning up FaNee's room,
that her ideal thirteen-year-old had been smoking cigarettes, she was,
in her words, crushed. "FaNee was such a perfect child before that,"
JoAnn Cooper said some time later. "She was angry that we found out.
She knew we knew that she had done something we didn't approve of,
and then the rebellion started. I was hurt. I was very hurt. I guess it
came through as disappointment."
Several months later, FaNee's grandmother died. FaNee had been 2
devoted to her grandmother. She wrote a poem in her memory - an
almost joyous poem, filled with Christian faith in the afterlife ("Please
don't grieve over my happiness/Rejoice with me in the presence of the
Angels of Heaven"). She also took some keepsakes from her grand-
mother's house, and was apparently mortified when her parents found
them and explained that they would have to be returned. By then, the
Coopers were aware that FaNee was going to have a difficult time as a
teenager. They thought she might be self-conscious about the double
affliction of glasses and braces. They thought she might be uncomfort-
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筆者･は､国際開発に対する研究が主であったが､ このGE公開講座 を実 りあるも
のにす るためには､相 当な予習､復習が必貴 であ り､結果的 に体重が15k9も減少
す る程の学習 をす ることになった (特 に夜眠 くならないように､タ食 を早めにか
つグ量にしたことが大きかった)0 (筆者注､元々太 り過 ぎであった ?)
冗談は別 とLて､筆者には同氏の昔労が よ く解 る｡筆者 自身､中年 を過 ぎての
米国大学院生であって､統計学､ コンビュ-タなど若年時に習ったこともない必
修科 目の履修は､正に苦痛の連続であった｡
また､履修 を要求 されたBEl科 目 (AdvancedEnglishCompositionandlntro-
ductoryBusinessCommunications)は､ ビジネス英語教師のプライ ドとして､
A-の評価 を得 るのに大変苦労 したか らである｡ しか し､ これは後 に役立つ ことに
なった｡
｢GeneralEnglish なんて聞いたこともか ､｣ といった妄言に対 しては､高千
穂氏の--バー ドの修 了証 (後掲)が手厳 しい痛撃 を加えて くれ る｡日 く､
GeneralEnglishasaSecondLanguage!
それに しても with distinction (優秀)の成績で修 了とはご立派｡総合成績で
Graduationwithhonors(優等)に僅かに及ばなかった筆者 としては､たとえ 1
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